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概要 特⻑

アプリケーションのポイント

電動パワーステアリング(Electric Power Steering : EPS)は、油圧ではなく電気
モータを利⽤して⾃動⾞ステアリングのアシストを⾏う技術です。
⾞両全体の電⼦制御化の進展に合わせてEPSの導⼊が進み、油圧式と⽐較し
て軽量化が実現できることや、制御の⾃由度も⾼くなることで、燃費が向上するとい
う最⼤のメリットがあります。
EPSに加えてブレーキやスロットルを協調制御して⾞両安定性を向上させたり、イン
テリジェントパーキングアシスト(IPA)と協調動作させて、縦列駐⾞や⾞庫⼊れをサ
ポートするなど、開発が進む”⾃動運転“にも⼤きく関連、寄与する技術です。

電動パワーステアリング(EPS)設計と評価

多チャネル同時計測
・4CH 1MS/s 16ビット絶縁モジュールを、本体1台に最⼤8枚実装し、
最⼤32チャネルの同時記録が可能。

CAN通信データのトレンドモニタ（720240モジュール使⽤）
・通信データのトレンド波形をモニター表⽰。センサ信号のトレンド波形と
同⼀画⾯で表⽰し、それらの信号の⽐較（相関）検証が可能。

ロングメモリ
・100kS/s, 16CH同時に連続約10分の測定が可能（/M2オプション）
更に、リアルタイムに内蔵ハードディスクに最⻑200⽇の連続記録も可能。
（/HD1オプション）

AC/DC両電源駆動（/DCオプション）
・⾞載での使⽤も想定し、DC12Vバッテリ、シガレットライター、さらにAC
からの電源駆動が可能。運転者がステアリングホイールを操作（操舵）で発⽣する⼒（トルク）が、トーショ

ンバーやラック＆ピニオンギア等に伝達されます。これらの⼒はトルクセンサにより検出
されてECUに伝達されます。ECUはトルクと⾞速に応じた電流（パワーアシスト
量）をモータへ印加します。
EPSシステムの開発と評価には、多くのセンサ（⾞速、トルク、ねじれ、ラック軸⼒、
バッテリ電源等）信号（多くの場合はアンプを介して電圧出⼒）、三相モータ電
流・電圧・回転量に加え、ECUにより算出されるパワーアシスト量（CAN通信デー
タ）など、⾮常に多くの信号をモニタ・記録する必要があります。更に、10-20分程
度の連続記録が必要なため、ロングメモリも必要になります。
DL850EVは、4CH 1MS/s 16ビット絶縁モジュール、CANバスモニタモジュールを
組み合わせて、必要な信号を多チャネル且つ⻑時間記録出来ることに加え、モータ
回転⾓度などもリアルタイムでモニタ、記録出来るので、EPSシステムの設計・評価
に⾮常に有効な計測器です。
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DL850E/DL850EVの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/DL850E/

